




令和8年度骨髄バンクドナー登録業務担当者研修会
5月29日（金）、愛知県三の丸庁舎8階会議室で行なわれた研修会に講

師として参加しました。毎年推進月間前の9月に開催の研修会ですが、
今年度はアジア競技大会開催の為、5月の開催となりました。この研修
会は骨髄バンクドナー登録担当者を対象に骨髄バンク事業に係る知識の
向上を図る事を目的として愛知県、名古屋市、豊橋市、豊田市、岡崎市、
一宮市の担当者が一堂に介して行われます。
はじめに、愛知県医薬安全課担当課長からご挨拶があり、その後愛知

県の骨髄バンクドナー登録推進事業についてお話がありました。令和7
年度の登録状況として1,047名の方にご登録いただけた事、10月の推進
月間の事業報告などお話がありました。続いて、愛知県赤十字血液セン
ターより、登録受付業務について、日本赤十字社の造血幹細胞提供支援機関としての役割などお話がありま
した。広報資材の紹介や献血ルームでの登録推進の取組なども紹介されました。
愛知県､血液センターからの報告後、当会から説明手順についてグラビアを使って解説させていただきま

した｡申込用紙記入についての注意点なども説明し､その後､同行したボランティアのドナー体験者から、登
録時から提供、現在に至るまでのお気持などお話いただきました。なかなか提供者の話を聞く機会のない保
健所担当の皆様は一生懸命話を聞いていました。最後にお隣同士でロールプレイも行いました。皆様、スムー
ズに説明が出来ていたように感じました。登録についてわかりやすく、短時間で説明するのは大変ですが、
ドナーに選ばれたときにスムーズに提供に至るよう､私たちで出来ることを頑張っていきたいと改めて感じ
ました。

令和８年度献血推進担当者会議及び献血推進リーダー研修会
６月５日（金）、愛知県自治センター12階 会議室にて開催された
「令和８年度献血推進担当者会議及び献血推進リーダー研修会」に講師
として出席しました。この研修会は県民に広く献血思想を普及すること
を目的に、保健所、市町村の献血推進担当者及び地域の献血推進リーダー
の知識の向上を図るため行われます。
はじめに愛知県医薬安全課より愛知県の血液事業についての報告があ

りました。年代別の献血率については若年層の献血率が低い、また、回
数別献血者も複数献血者が少ないとの報告もありました。献血にご協力
いただける方を増やすための広報活動なども紹介されました。その後、
愛知県赤十字血液センター より「若年層献血者確保の必要性と今後の血
液事業の課題 」と題しお話がありました。骨髄バンクも献血も今後は若年層にご協力いただくことが大き
な課題となっていることを改めて感じました。最後に当会より、『いのちをつなぐ献血 ～献血ドナーさん
に「ありがとう」～』と題しお話させていただきました。私からは先ずは献血にご協力いただいていること
に対し感謝の気持ちを伝え続いて病気について、移植について、骨髄バンクについて、問題点と課題などを
お話しました。その後、元患者さんから発病から現在に至るまでのお気持、そして献血（輸血）でつながっ
たいのち、そして感謝の気持ちを伝えていただきました。皆様、患者さんの話を真剣に聞いていらっしゃい
ました。輸血を必要としている、必要としていた患者さんのお話は心に響きます。
２週続きの研修会で骨髄バンクや献血の課題を改めて認識しました。一人でも多くの患者さんのお力にな

れるよう、今後どんな活動を続けたらよいかなど考える時間となりました。

令和８年度愛知県骨髄バンクドナー登録推進調整会議
7月3日（金）、愛知県三の丸庁舎 会議室にて「愛知県骨髄バンクドナー登録推進調整会議」が開催され

委員として出席しました。この会議は骨髄バンク推進に関する啓発活動の効果的な方法を検討するため毎年
開催されています。会議のメンバーは有識者、関係団体の代表者、関係行政機関職員等で構成されています。
愛知県のご挨拶から始まり、（1）2025年度骨髄バンクドナー登録推進事業結果及び2026年度骨髄バンクド
ナー登録推進事業の実施状況について、また県からの報告後、名古屋市、豊田市、豊橋市、岡崎市、一宮市、
愛知県赤十字血液センターからの報告などありました。続いて（2）ドナーに対する助成金について説明が
あり、ドナーへの助成、ドナーが勤務する事業所への助成は愛知県内全市町村（54市町村）で実施されてい
るとの報告がありました。議題（3）として造血幹細胞移植の現状について出席の医療者より報告がありま
した。愛知県学生献血連盟、愛知県保健所長会、マスコミの方からも発言があり、最後に当会から2025年度
の活動報告、2026年度の活動についてお話させていただきました。1時間30分という時間があっという間に
経過し、皆様方の骨髄バンクドナー登録に対する熱い思いを感じてきました。とはいえ、実績が伴わなけれ
ば患者さんやご家族の笑顔と出会うことは出来ません。一人でも多くの患者さんに移植の機会が訪れるよう
頑張らなければと改めて思い会議を終えました。



「日本福祉大学看護学部」での講演
7月14日（火）、日本福祉大学東海キャンパス 看護学部にてお話して
きました。日本福祉大学看護学部での講演は毎年開催されており、骨髄バ
ンクについて、現状、問題点や課題等お話させていただきました。また、
造血幹細胞移植を体験した元患者さんにも同行いただきました。学生さん
は患者さんの体験談を通じて、慢性GVHDや晩期障害について学習し、心理
的・社会的支援について考え、今後の看護について自己の考えを深めます。
学生さんたちは一生懸命聞いていました。1時間40分という長丁場ではあ
りましたが、あっという間に経過しました。元患者さんからは、発病当時
の様子、治療について、お気持ちや、移植がゴールではなく移植後も様々
な問題が続くのだというお話がありました。他にも、妊孕性やきょうだい支援、就労支援、学習支援など、
今は様々な支援がある事もお伝えしました。将来、医療の現場に立った時に、今回の講演を思い出していた
だけると嬉しいなぁと思いつつ帰路につきました。

「中部大学中部大学生命保健科学部保健看護学科」での説明会と語りべ
7月15日（水）、中部大学生命保健科学部保健看護学科で説明会と語りべ活動が行われました。今年の参

加者は学生74名（3年生）、教員等５名。初めに愛知県赤十字血液センターから献血についてお話があり、
その後、春日井保健所よりドナー登録について、登録までの流れ等説明がありました。説明会終了後、当会
より病気について、移植について、骨髄バンクの現状や問題点、課題、若年層のドナー登録の必要性もお伝
えしました。元患者さんにもご同行いただき、発病から現在に至るまでのお気持ちなどお伝えいただきまし
た。学生さんたちは患者さんの話を真剣に聞いていました。医療の現場に立った時に参考にしていただけれ
ばと就労支援やきょうだい支援の事もお伝えしました。今後の骨髄バンクを考えると若い方々のお力が必須
です。一人でも多くの方に骨髄バンクを知っていただき、ご登録いただけることを切に願っています。

「愛知県学生献血連盟 令和8年度年次総会」
毎年開催されている「愛知県学生献血連盟年次総会」に今年も出席、
骨髄バンクについてお話してきました。愛知県学生献血連盟とは愛知県
内の学生による献血推進をするボランティア団体です。年に3回、春分の
日（スプリング献血)､お盆（サマー献血）、クリスマス（クリスマス献
血）に献血キャンペーンを行なっています。その他、学内、街頭での献
血への協力や研修など様々な活動をしています。現在、12大学13団体及
び個人の方が参加、計830人の学生さんで構成されています。毎年、総会
には愛知県と共に出席、県からは骨髄バンクについて、現状、課題など
お伝えしています。私からは、病気について、移植について、登録につ
いて、提供についてなど、骨髄バンクについて正しい知識をお伝えします。
各大学、学園祭時に献血とドナー登録会を開催しています。学園祭以外にも学内献血時にドナー登録会を

開催している大学もありますが、まだまだ十分とは言えません。若年層の登録者数拡大を推進している骨髄
バンク。様々な場で、先ずは骨髄バンク、ドナー登録について知っていただき登録につながればと思ってい
ます。

明日への扉「Hospital Of Miracle」結団式
５月８日（金）、滋慶学園COMグループ 社会貢献ミュージカル 明日へ

の扉「Hospital Of Miracle」の結団式に出席しました。このミュージカ

ルは企画から運営も全て学生さんが担当。作品を制作することで、チー

ムワーク、コミュニケーションの大切さ、礼儀やマナーを身につけます。

そして募金活動や、手話、字幕などにも取り組み、社会貢献を学びます。

公演日の募金活動で集まった募金は、夏目雅子ひまわり基金と日本骨髄

バンクに寄付されます。

結団式では移植について、骨髄バンクについて、問題点や課題などお

話し、同行いただいた バンクドナーさんからの移植でお元気になった患者さんにも、発病から現在に至る

までもお気持ち、ドナーさんへの感謝の想いをお伝えいただきました。名古屋スクールオブミュージック＆

ダンス専門学校のダンス＆アクターズ科120名、プロミュージシャン科50名、PA・照明・企画・運営・映像2

00名の総勢約470名の学生さんが本番に向けてスタートしました。学生さんからは「貢献できるよう頑張り

たい」とのお声も届きました。

今年の本番は9月19日、20日（2回公演）の3回公演。レッスン期間が例年より短く大変だったと思います。

本番はダンスもお歌もレベルアップ! 学生さん、先生方の想いが伝わるステキな舞台でした。
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